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『ルー シを め ぐ りて』にお け る

く遍歴 者 〉の形 象 と課 題

ネ

(自伝的主人公の問題 皿)

松 本 忠 司

ゴー リキイの 『ル ーシをめ ぐ りて』全編に語 り手 と して登場す る,一 人称

に よる 自伝 的 主 人 公 は,彼 の初 期 創 作 に お け る と同様,80年 代 後半 か ら90

年 代 初 め に か け て の作 家 の若 き 日の生活を再現 しつつ,多 くの場 合,ル ーシ

遍 歴 の途 次 に あ る漂 泊 の 青年 と して,と きに は初 心 の作 家 と して,あ るい は

よるべ な い孤 児 の 少年 と して読者 の前に現われ る。 しか し,初 期創 作 と 「ル

ーシ」 系 列 の諸短 編 とのあいだに は十数年 の歳月が横 たわ り,第 一 次 革命 か

ら第一 次 世 界大 戦 勃 発直前にいた るまでの ロシヤ史 の激動 の歩みがあ り,作

家 に よる革 命運 動 へ の積 極 的 参加,国 外 亡 命,建 神 主 義 に お け る苦 悩 にみ ち

た 試 行錯 誤,ふ た た び ボ リシ ェヴ ィキ ー機 関 誌 ・紙への協力 とい う経験が連

らな っていた。新 しい語 り手 と しての 自伝的主人公は,初 期 創 作 の それ と同

一 の タイ プで あるのか ,そ うで は な い のか 。

前 稿 に お い て 指摘 された ように,『 ル ー シを め ぐ りて』 の 連 作 短 編 の 多

くは最初,個 別 的 に 各 種 雑 誌 に 発 表 され た さい,丁 遍 歴 者 の回 想 よ り」(H3

BoclloMHHaH曲npoxoA服em),「 遍 歴 者 の 印 象 よ り」(H3BHeqaT五eH廟npo-

XOAfi皿ero)の 副題 が 付 され て い た。 ゴー リキ イは,《nPOxonfi皿Mti》 とい うこ

(1)

の用語 を コロレン コの短編か ら借 用 した と語 ってい るのであるが,コ ロ レン

*本 稿 は,本 誌 第32輯 お よび 第41輯 所 収 の 拙稿 「ゴー リキ イ の初 期 創 作 に お け

る語 り手 の形 象 に つ い て」 お よび 「『ル ー シを め ぐ りて 』 の 世 界 」 の あ とを承 け

る もの で あ る。'

ω 《A.」M.ropbKH茸HB.r.KoponeHKo/nepenHcKa,cTaTbH,BblcKa3HBaHH班/》,

】「ocnHTPI32zaT,ハ 圧.,1957,c.69-70.
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コ とは ち が っ て,文 字 ど お りの 語 義 一 《歩 き廻 る者 》,《 漂 泊 の 人 》 と い

う意 味 で 使 用 して い る の で は な か っ た 。1912年9月,ゴ ー リキ イ は,オ フ

シ ャ ニ コ=ク リ コ ー フ ス キ イ に あ て た 書 簡 の 中 で,連 作 短 編 の構 想 に ふ れ つ

つ,語 り手 の 性 格 を 《fiPOXOAfiMvafi》 と規 定 し,同 じ よ うに 徒 歩 旅 行 者 の 意

味 を もつ 《nPOXOH{vafi》 と の違 い を つ ぎ の よ うに 強 調 して い る。 「あ な に 送 付

した オ ー チ ェル キ に,ど うい う表 題 を つ け た らい い か,わ か り ませ ん 。 『ル

ー シ
。 遍 歴 者 の 手 記 』(《Pycb.3anvacKvanpoxoA珊ero》)と い う 共 通 表 題 を

与 え よ うか と い う不 遜 な 企 図 を 私 は 持 って い る の で す が,こ れ は あ ま りに 大

きす ぎ る こ とに な り ま し ょ う。 私 は 故 意 に 《nPOXOAfiMvati》 と 言 っ て い る の

で あ ・)て,《npoxo?ltllth》 で は な い の で す 。 私 が 思 うに,《npox咄 曲 》 は 自分

の あ と に 痕 跡 を 残 しま せ ん 。 と こ ろ が 《nPOXOAflmWt》 は 一 あ る程 度 まで

　 　 　 　 　 ロ 　 　 　 　 　 　 　

活動的な人物で,実 在の印象をただ汲み取 るばか りでな く,あ る一定のもの
　 の 　 　 　 　 　 コ 　 く　ラ

を意識的に創造す る ところの 人間です。」(傍 点一 引用者。 以下同 じ。)

同様 な発 想 は,こ の時 期 に 書 か れ た 自伝 的 中編r主 人 』(1913)の 初 版 に

おい て も見 られ る。 こ こで は,浮 浪 人 を さ して古 くか ら,そ して最 も一 般 的

に使 われ て いた 《6POJHra》 が,《fipoxo?lg.vafi》と同列 に並 べ られ,こ れ らに

《nPOXOAfimvafi》 が 対 置 され て い る,「6POAfira-一 これ は 跡 方 な しだ。 彼

のあ とに は なんに も残 らない」,「6ponara-一 一一一一これ は,言 うな らば,npoxomaPt

だ。 これ に 対 し,npoxonamnnは 自分 の あ とに痕 跡 を残 す … …彼 は籠を抱 え

るごとく,歩 い て 行 くの だ。 籠 の 中に は さ まざ まな種子が ある一 ヨモギ も

(3)

あれば,麻 も,花 も,ラ イ麦 もあ る。」

この よ うに,ゴ ー リキ イは,新 しい語 り手 の性 格 を,ロ シ ヤ大 地 に 《永 遠

的 な,理 性 的 な 》も の の種 を播 きつつ,自 己 の行 程 のあ とに深 く鮮 明 な痕跡

を残 しつ つ,生 活 の 中を通 って 行 く 《遍 歴 者 》と して,明 確 に,意 識 的 に 規

定 した。 た しか に,初 期 創 作 の 語 り手 も またそ の最 初か ら,生 活 の単 な る観

(2)踊.ropbKH益,Co6paHHecoqKHeHH茸B30-THToMax,roc,πHTH3ムaT,ハ へ.,

1948-1955,T.29,c.251.

(3)《CoBepMeHHHK》,KHHra5,Cn6.,1913,c.20.
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察者 としてではな く,目 的意識的な生活探求者 として登場 したのであった。

生活の悪について,国 中に氾濫する生活の悲惨について,生 活の重圧のもと

に人び とがいかに人間 らしい風貌を奪われ,そ の魂がいかに歪め られている

かについて読書界に報告す るとともに,そ うした地獄の世界に生きる声 なき

民衆の代弁者 として,民 衆の血 と汗の犠牲の上に安閑 と優雅な知的娯楽に う

ち興 じている教養社会に猛省を うなが し,社 会的責任の覚醒を強 く訴えるこ

と一一 これは若 きゴーリキイの客観的な課題ではあった。 しか し,彼 がその

初期創作の中に語 り手の形象を導入す るさい,こ の形象の積極的意義は作家

にとっても,必 ず しも明確に意識されていたとは言いがたいのである。

「ルーシ」系列の語 り手一《遍歴者 》の,初 期創作の語 り手との違いは,

具体的には,何 において現われているだろ うか。

まず第一に注 目されることは,初 期の自伝的主人公の形象にとって重要な

意味をもっていた 《活字崇拝 》の要素が,《 遍歴者 》の性格づけにおいて,

ほとんど 完全に 消えていることであろ う。 彼のもとになお 留め られている

《書物臭 》は,す でに主人公の基本的性格を形成するものではな く,そ の教

養水準を示す もので しかない。かつては対話者を辟易させ,と きには敵意 さ

えよび招いた,初 期創作の語 り手のあの博識と難解な用語は,新 しい語 り手

においては対話の中に現われ ることはな く,も っぱ ら世界認識にかかわる彼

の内的独白の範囲に限定 されている。そ して,最 も重要なことは,彼 はいま

では,書 物の中か ら完壁無謬 の生活上の 《教理 》を汲み取るのではな く,

人間とその 可能性についての 一般的信念を 汲み取って いるとい うことであ

る。 かつて主人公には,と きには,世 界を説明することが 《容易な,わ か

りきった 》ことのように思われた(た とえばrコ ノヴァー一ロフ』)。いま,《 遍歴

者 》に とって特徴的であるのは 彼の周囲の 《理解 しがたい 》,《 もつれた 》

現実,そ の中に生 きる 人間の存在意義についての 不安な疑惑,悩 ましくも

しば しば 矛盾す る 生活探求の モチーヴである。 「……そ して 私のもとには

不安な,鎮 まることのない 問題がある一 《いったい 人間の魂 とは 何だろ
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(4)

う?》 」(『流氷』,c.24)

た とえば,初 期 短編 『エ メ リヤ ン ・ピ リャーイ』 におけ る,自 伝 的 主 人公

マ クシ ムの,複 雑 な生 活 的 諸 問 題 に対 す る断 固た る原則的回答を,「 ル ー シ」

系 列 の 『カ リー ニ ソ』 の中のつ ぎの場面 と比較 してみ よ う,自 伝 的 主人

公 は 同 行 の カ リー ニ ンにたずね る。 「あんたは きっと,自 分 と同 じ人 間 を あ

ま り愛 してい ないのだね?」 相 手 は それ に一 一「汝 の隣 人 を愛せ,犬 が棒 を

愛 す るが ご と く」 と答 え,暫 時 の間 を お い て逆 に質 問 す る。 「なんのために

そいつ を愛す んだ?」 これ にっ つ く語 り手 の 言葉 は こ うだ,一 「そ の とき

私 も,何 のた め だ か知 らなか った 。」(C.195)

《活 字 崇 拝 》か らす で に 解 き放 たれた 《遍歴者 》に とって,生 活 に お け る

多 くの事 象 は 単 純 ・明快に論断 し得 る 《解決ずみ 》の 問題ではな く,自 分

自身 の思 考 と体 験 とに よって解かねば な らない謎 とな ってい る。 彼の中には

たえず疑問が波立つ,一 「はた して 空 と星 とは この生 活を覆 うためにあ る

のか?あ の よ うな生 活 を?」(rグ ーピン』.C.42)「 誰 か に 訊 ね た い,怒 りを

こめ て訊 ね た い,《 これ らの い っさい は何 のた めか?誰 が 人 び とを歪 め つ

つ,人 び とを笑 うのか?》 」(rパ ナーシキ ン家の夕べ』,c.258)そ して彼 は,「 多

くの こ とに つ いて,誰 か,大 胆 に,誠 実 に,簡 明 に答 え る こ との で き る人 に

訊 ね たい」(r故 人』,C.224)と い う願 望 を抱 いて,そ れ ゆ え に,「 私 は た い へ

ん注 意 ぶ か く 人 び とを見 る」(r流 氷』,c.24)の で あ る。 この よ うに,借 りも

の の 《知恵 》 に よ って 人び とを 啓蒙 しよ うとす るかわ りに,生 活 の謎 を解

く鍵 を生 活 そ の も の の中に,生 きた 人間 の 中に 探 り求 め よ う とす る 《遍歴

者 》の姿勢 は,彼 と人 び と との あ い だ に 新 しい 関係,連 帯 意識 の 関 係 を徐

々に 構 成 して ゆ く。連 帯の基軸 となるのは,創 造 的 労働 の パ トスで あ る。 か

つ て初期創作の 語 り手は,ツ ァー リズ ム体 制下 の ロシ ヤ生 活機構 を 《灰色

の 日常性 》 と指摘 し,こ の機 構 の 内 に 生存 す る人 間 の 《灰色 の人間 》 への

(4)M.ropbKHil,Co6paHHecoqvaHeHvatiB30-THToMax,T.11,c・24。

以 下,《rloPyCH》 の 連 作 短 編 よ りの 引用 は す べ て 本 書 に拠 り,引 用 文 の 末

尾 に 該 当 ペ ー ジ を記 し,必 要 あ る場 合 には 作 品 名 を付 す もの とす る。
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不可避的変質の運命をあばき出す とともに,不 幸なパーヴェル,乞 食の少年

リョーニカたちによる,孤 立 した 《抗議者 》によるこの 世界への挑戦が無

残な敗北に終わ り,そ して体制か らはみ出た 《永遠の自由を憧影す る》浮

浪人社会においても行きつ くところは,無 為,絶 望,虚 無による自己の人間

否定にほかな らないことを示 し出 した。 しか し,「ルーシ」系列の 《遍歴者 》

は,遍 歴の行程において彼が出会 う人びとを,《 灰色の人間 》の範疇におい

ても,《 浮浪人 》の範疇においても見ようとしてはいない。これ らの人び と

の多 くは,い かに苛酷な 生活条件のもとに 生存を 余儀な くされているにせ

よ,ど れほど野蛮に,そ の本来の人間的資質が磨滅させ られ ようとしている

にせ よ,そ れで もやは り,日 々の労働に よって人間の生活を支えてい る創造

者一人間として位置づけ られている。 『墓地』で偶然出会 った老人は,《 遍

歴者 》の胸に深い感銘を刻みつける言葉を残す,一 「人間はこの世界に対

する働き手だ,生 活はすべて,目 立たない 小さい人び との 偉大な事業なの

だ∵…・十字架の上,故 人の墳墓の上に彼の生前の事業のいっさいを書き留め

なければな らない,た とえそれが取 るに足 らないものであったとしても。だ

が,取 るに足 らないものの中にも良きものを見出 し得る自己を造 らねばな ら

ない。」(c,100)や がて 《遍歴者 》自身が 一人の年老いた 農夫の死にさい し

て,請 われるままに鎮魂の読経を引き受けたとき,彼 の中に人間の労働の不

死性についての感慨が湧 き起 こる,一 「私は一人の,小 さな,平 凡な人間

が死んだとい う事実を知っている。 しか し,彼 が為 した仕事のすべてを思 う

とき,そ れは驚嘆すべ く大きい仕事に思われ るのである。」(r故人』,C.224)

労働する人間のみが大地の真の主人であるべ き権利を有す るにもかかわ ら

ず,現 実の環境世界は労働の価値を歪め,労 働す る人間を晴型化 し,家 畜に

似た何 ものかに変えようと しているのだとい う判断,教 条か らではない,実

践的体験的把握が 《遍歴者 》の 生活哲学の 中心的理念一 変革の理念を生

み出す。もしも初期の自伝的主人公が人び との中に行動の積極性を,主 とし

て啓蒙的言葉を武器に して,喚 起 しようとしたとすれば,《 遍歴者 》は 《目

立たない 小 さい人び と》の中に,そ の 《取るに足 らないものの中に良きも
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のを見 出す 》こ とに よって,人 び と との血 の つ な が りを 確 か め,生 活 創 造 の

課 題 を追 求 す る巨 大 な 人間集 団の うちに 自己を結 合 しよ うと希求す る。 「す

べ ての人び とを 自分 と一体 と感 じ,自 分 が 人 び との心 の よ うに 感 じる瞬 間が

よくあるものだ。」(r谷 間で』,c.162-163)す で に 《遍 歴 者 》は,自 己 と民 衆

との あ いだ に 断 層 も,深 淵 も,越 えが た い一 線 を も設 定 して い ない。彼 は民

衆 の部分で あ り,彼 の志 向 は民 衆 の魂 の一 部 で もあ るのだ。 た しかに80年

代 ロシ ヤ の現 実 は 暗 く,「 どこか へ 昇 ろ うと もせ ず,下 降 し よ うと もせ ず に,

私 がそ の 中を通 って この地 上 を 歩んで いる,そ の人 び との大 多 数 は,塵 埃 の

よ うに灰 色 で,自 分 の不 必 要 さに よって 苦 痛 な までに打 ちのめされた人び と

である。」 しか し,《 遍歴 者 》は叫 ぶ,一 「生 活 全 体 を 美 しい,誇 らか な も

の と して見 た い。」 そ して,そ れ に 揺 ぎの な い論 理 と して つ ぎの言葉 がつづ

く。「生活 をそ うい うものに したいのだ ……」(r女 』,C.128)

《遍 歴 者 》 の生活 変革 へ の願 望,そ れ は ロシヤ民 衆 の数 世 紀 来 の 宿願 で も

あ るのだが,『 イ ゼ ル ギ リ婆 さん 』 に お け る 《燃 え る心臓 》 のイ メジを彷 彿

とさせ るもので もあ る。 ダソ コに おけ ると同様,《 遍 歴者 》 の燃 え る心 は,

世 界 に対 す る,人 間 に対 す る彼 の 巨大 な愛 の 象徴 であ る。 「小 さな,人 間 の

心 は 反逆 の炎 に 包 まれ て,燃 えつ き よ うと しな が ら世 界 に 向か って呼びかけ

る。《われは汝 を愛す!》 」(rヵ リーニン』,c.190)ダ ン コに おけ る と同様,彼

の心 は人 び との幸 福 の た めに 燃 えるのだ とい う信念が吐露 され る。 「闇の中

を行 く私 の体は光を発す る。私 が生 きた灯 火で,私 の胸 の中 で 心 臓 が赤 い 火

とな って燃 えているよ うな気 がす る。そ して,私 は心 か ら願 うのだ,誰 か道

に迷 った 気 の小 さい者 が この小 さい火を 見 つけて くれ る ように と……」(同

上,C.207)

ロマ チ ック伝 説 の ダ ン コ的 英 雄 性 の要素は,《 遍 歴 者 》 に お い て,彼 の志

向 の 高潔 さに お い て のみ 現 われ るのではな く,し ば しば そ れ は 人 び との運 命

に直接的に関与す るとい う実践の行動をとお して発揮される,(r人 間の誕生』,

r女』,r故 人』,rス トラースチ ・モルダスチ』など)。 た しか に,'そ の力 の適 用範 囲

は まだ非 常 に狭 く,彼 は まだ しば ら くは孤 独 な存 在 で もあ る。 彼が影響を与
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えることのできるのは個 々の人び とのみであって,社 会層全体,大 きな人間

集団ではない。彼の志向と行為が,い かに高潔で,人 間性あふるるものであ

るにせ よ,し か し,そ れに よってこの地上の巨大な人間の悲哀は消えること

も軽減 されることもない。 そ して 《遍歴者 》の実践は,明 白に社会的性格

を帯びたものではあるけれ ども,ま だ一般的歴史的性格の高さとひろが りを

獲得するまでには達 していない。《人び とのために,人 びとと共に 》一 こ

れは彼の生活原則の両輪であるのだが,こ の原則の適用の現実において,多

くの場合,原 則の一面のみ 《人び とのために 》とい う実践にな らざるを

得ない,彼 自身がその実践の偏頗性を苦 く感 じつつ,そ の原則の完全な実現

を熱烈に期待 しつつ。

しか し,こ こで注意に価することは,《 人びとのために 》の自伝的主人公

の献身が,初 期創作の 『私の道つれ』におけるような,無 差別的な,福 音書

的な,あ るいは寄生虫に よってその善意が躁踊 されることを許容するとい う

それではないことである。ある人びととはその献身によって彼は精神的つな

が りを強化す るが,他 の人びととは,共 に歩む道な しと判断 し,決 然 と,永

久に挟別する。

たとえば,短 編 『カ リーニン』がそ うだ。最初,《 遍歴者 》は,風 変わ り

な浮浪人カリーニンのもとに 「自分の神に対す る奴隷的な,臆 病な態度」が

な く,独 特な楽天的生活理解があることで,彼 に惹きつけ られた。 しか し,

カリーニソともっと親 しく知 り合 うと,聖 職者たちも俗物たちをも痛烈に洒

落のめす,そ の特異な魅力的言動のかげに底知れぬ精神的荒廃が隠されてい

ることをさとり,《 遍歴者 》は次第に自分の知人に幻滅す る。 「私はも う彼

の言葉を聞きた くない。私を彼に引きつけていた糸は,な んだかいっぺんに

燃えつき,切 れて しまった。」彼の前にいるのが現実 との消極的 《不同意 》

の説教師で,「 おれはおまえか ら何 も望みや しない。 おまえもおれか ら何 も

求めるな」 とい う,人 民連帯の否定のプロパガンジス トであることを決定的

に確信 した とき,自 伝的主人公は彼 と同行の道をつづけることをきっぱ りと

拒絶する。彼は 自分の態度を意味ぶか く表 明す る,・ 「あんたと同 じ道は
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おれにはふ さわ しくない。」(c.2(m)一 つ の 短 編 小 説 の枠 の 中で,ゴ ー リキ イ

は,た が い に否 定 し合 う二 つ の世 界 観を 衝 突 させ るばか りでな く,《npoxo-

A別qMth》 と 《npoxo;ltmb》 のそれ ぞれ の特 質 を 浮 き彫 りに しなが ら,両 者 ㊧

相 互 関係 を 最 も合 法 則 的解 決 へ 一一決裂へ と導 いている。《遍歴者 》は,以

前 の よ うに は}そ の 同 行者 へ の献 身 に対 す る報 酬 と して,身 ぐるみ剥 が れ て

置 き去 りに され る とい う手痛 い 《教訓 》を受 け取 る ときまで,た だ 漫 然 と

待 って は い な い。 なぜ な ら,彼 に とって 時 は貴 重 で あ り,彼 が め ぐ り合 わ な

け れ ば な らな い人間は,広 大 な ル ー シの地 に 数 か ぎ りな く 存在す るのであ

る。《破 滅を運命づけ られた人 》 のそばで時を空費す ることは彼に とってば

か りでな く,ル ーシに とって も損 失 で あ ろ う。だか らカ リーニン と別れたあ

と,《 遍歴 者 》 は孤 独 を 意 識す る ど ころか,カ リー ニ ンに よっ て幾 分 か 遠 ざ

け られ ていた世 界 との,た くさん の 人 び と とのつ な が りを ヨ リ密接 なものと

して取 り戻す ことがで きる。 「私の心 と世界 を結ぶ糸は 日ごとに,ま す ます

多 く,数 え きれ な い もの とな り,私 の心 は何 か あ る ものを蓄 積 してゆ く,そ

してそ こか ら生 活 に対 す る愛 の感情 が心 の うちに成長 してゆ く。」(C.206)こ

の 《糸 》 と 《愛 の感 情 》 とが,こ の短編 の しめ く く りの文 さ きに引用

した(188ペ ージ)「 闇 の 中 を行 く 私 の体 は 光 を 発す る……」 とい う ダン コ的

心象を導 き出す ので ある。

《遍歴者 》が出会 うも う一つ のグル ープに属す る人び とは,カ リー ニン の

タイ プ と きわ め て対 立的である。 ゴー リキイは,独 特 な芸 術 的 技 巧 を駆 使 す

る こ とに よって,自 伝 的 主 人公 と精 神 的 に親 近 な 人び ととのつ なが りを強調

してい る。 『ル ーシをめ ぐりて』の諸短編に おいて登場人物 たちは,ゴ ー リ

キ イ の多 くの作 品に お け る と同様,そ の生 活 哲 学 を 簡 潔 な,す っ き りと磨 き

上 げ られ た ア フ ォ リズ ムにおいて表 白す るので あ るが,そ れ ぞ れ の短 編 の結

末 で,語 り手 は 彼 の 気 に 入 った 人 物 か ら聞いた 《翼 あ る言葉 》を繰 り返 し,

そ れ を語 った 人 間 に つ い て の記 憶 と して,そ の 人 間 との精 神 的 連 帯 を確 固 た

る ものとす る思想的握手 としてわが身に担い,そ の後 の 行程 を歩 み つ づ け て

ゆ く。 「ざっ くば らんに生 きよ うぜ,世 間 は世 間,お れ らは お れ らさ!」
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短編 『故人』の登場人物はつぎつぎにこの言葉を繰 り返す。貧困にも抑圧に

も屈 しない民衆の楽天性,た えず社会的規制を乗 り超えて人民生活の真実の

欲求に根ざ して燃えたつ,そ の創造的エネルギーの不滅性をあ らわすこの言

葉は,「 つばめのように地上全体 の上を飛ぶ」(C.217)そ して,人 びとと別れ

て,《 遍歴者 》はこの言葉を 自分の心に銘記 しつつ新 しい,困 難な旅程へ と

踏み出し,麦 畠の上に輝 く 《生命の支配者 》太陽 との合体とい う宇宙的心

象に包まれなが ら,太 陽の讃歌を うたい,叫 びだすのである。

「わが体は全身輝き,

あ らゆる始源 と権力の上に

われは高 く昇れ り!

… …ざ っ くば らん に生 き よ うぜ ,世 間 は世 間,お れ らは お れ らさ!… …」

(C,226)

短 編 『女 』 で は,タ チ ヤ ーナ とのつ か の 間 の 出会 い ののち数年 を経 て,自

伝 的 主人 公 は,人 び とへ の悩 ま しい愛 に つ らぬ かれた彼女の言葉を思 い起 こ

し,感 動 を こめ て繰 り返 す,一 「大 きな悲 しみ の 中で は 小 さい喜び も大 き

い ものだ。」(C.151)短 編 『流 氷 』 では,危 険 な渡 河 作 戦 を 終 えた あ と,平 常

の 《仮 面 》 の世 界に 戻 った 大工 のオ ーシ プが,溜 息 ま じ りに,一 「人 間 の

魂 に ゃ翼 が あ るだ よ,夢 の 中で 飛 ぶ だ よ… …」 とい うとき,彼 の 内奥 に 秘 め

られ た偉 大 な資 質 の発見 を価値 ある賜物 と して受 け止めつつ,語 り手 は この

言葉 をを 引 き継 ぎ,物 語 を完 結 しなが ら叫 ぶ,一 「翼 だ っ て?す ば ら し

い!… …」(c.40)

rル ーtシを め ぐ りて 』 に お い て は,社 会 的 《理 性 》 の担 い 手 と 《自然成

長的 》現実 との関係 が 対立関係に おいて 把え られてい るのではな く,相 互

作 用 的 関係 に お い て,相 互 の補 強 的影 響 に お い て密接 な融合 へ と発展す るプ

ロセス と して把握 されてい る。

自伝的主人公の世界観,そ の精神的光芒の本質的特性 として特に検討を要

するのは,そ の独 自な・マンチシズムの問題である,
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《遍歴者 》の生活に対す る態度を特徴づけているのは,二 つの基本的モチ

」…一ヴである
。 《心臓の血を 食欲に 吸い尽 くす 》憂愁(TOCKa)と 《地上のす

べてに対す る貧欲な愛 》の モチーヴである。 このことについて,連 作の開

巻をなす短編 『人間の誕生』において語 り手自身が明白に述べている。

「至高の使命一 それは地上において人間であることだ。 どれほどすば ら

しいものを見ることか,美 しきものの前で心臓が,静 かな讃嘆の うちに,い

かに悩 ましくも快 く波打つ ことか!

だが,し か し一 ときには辛いこともある,胸 いっぱい燃えたぎる憎悪に

ひたされ,憂 愁が心臓の血を吸い尽 くそ うとす る。 しか し,そ れはいつでも

そ うとは限 らない……」(c.8)

《遍歴者 》の 《憂愁 》は,「 無益に,無 意味に滅んでゆ くロシヤ人たち」

(r女』,c.152),ル ーシの民衆の苦悩が 氾濫する重苦 しい光景に よって生み出

されたものだ。まだ明確な社会的理想の獲得には到達 しないまま,彼 は しば

しば人間への疑惑,そ の破産の感覚,自 己の孤立の意識 とい う劇的な瞬間を

も体験す る。 しか し,彼 は自分の 《憂愁 》そのものに耽溺せず,そ の本質

を しかと見据える。 「これは,も うろ うとした,病 的な希望の赤錆びによっ

て魂を浸食 し殺 して しまうあの憂愁ではない。これは古 くか らの私の女友達

で,生 活の力に対する私の信念が生んだ実の娘だ。」「私の憂愁は,き っと,

人間の魂 と呼ばれているそのものに違いない,そ れは私の胸の中に生きてい

る本質である。それは常に倦むことのない力をもって,私 を どこか前方へ,

より前へと押 し進める……」(rチ ャングール河畔にて』,c.385～386)

《生活の力 》への確固たる信念一 これが ゴー リキイの主人公の基本的特

徴であ り,そ のロマンチシズムの独 自性に関 し,先 行す る時代の文学の主人

公たちとの相関の分析において主軸 となるはずのものである。

《青春のロマンチシズム》一 不合理な人間抑圧の諸原則が君臨す る低俗

な現実の束縛か ら解き放たれて,限 りなく高 く飛躍 しようとする夢想,現 実

と理想との激烈な葛藤は,世 界文学史において重要な主題 となってきた。19

世紀の若い人間の精神史を多様に再現する批判的 リアリズムの流れにおける
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ロシヤ文 学 に おい て も,こ の主 題 は特 徴 的 に きわ立 って い る。 『ル ーシをめ

ぐりて』におけ る 《遍歴 者 》 の ロマンチ シズ ムの主題 もまた,い ち ぢる し

い 程 度 に お い て伝 統 的 で もあ る。 ここで も青春 の ロマンチシズ ムは,現 実 の

きび しい リア リズ ムに よって虐殺 され るかに見 える。

すべ ての ロマンチス トと同 じよ うに,ゴ ー リキ イ の 自伝 的 主 人 公 は

「貧 し く,粗 野 に 生 きて い る,あ る別 の,明 るい,軽 快 な生 活 に つ い て,勇

者 的 愛 に つ い て,自 己 犠 牲 の崇 高 な 偉業 につ い て の おぼ ろげ な 夢想 の うち

に。」(rシ ャーモフ邸のタベ』,C.241)す べ て のPマ ソチ ス トの よ うに,彼 は生

活 に つ い て充 分 に は 知 って いない。 「私 の若 さは 一一私 とい う存在 の最 も愛

すべ き,そ して 最 も危険 な半 面 で あ る。 とい うのは,そ れ は あ ま りに貧 欲

で,充 分 に撰 り分 け る こ とが で きな く,ち ょ うど仔 山羊 の よ うに,棘 のあ る

い ら くさ と味 の よい,芳 しい草 とを 区別 す る こ とが で きない のだ。」(rチ ャン

グール河畔にて』、C.386)す べ て の ロマ ンチ ス トの よ うに,彼 は しば しば,そ

の不 安 な 空想 力 に よっ て生 活 を潤色 しよ うとこころみ,そ して,し ば しば,

そ の こ とに 幻滅 を感 じる。 「不 本意なが ら,私 は 自分 の 希望 と欲 求 の色 彩 で

人 生 をい うど りつつ,あ る複雑 な 人生 史 を創 作 す る。 私は,こ れ が嘘 であ る

と知 っ て い る。 そ して そ のために今に私 に とって困 った ことになる とい

うことも知 ってい る。 しか し,現 実 を か くも崎 型 的 な もの と して見 るのは胸

がふ さが る。」(r女 』,C.128)

この よ うな近 似性 に もか か わ らず,ゴ ー リキ イ の 自伝 的主 人 公 と彼 以前 の

ロマンチス ト群像 とのあいだには根本的な差違が 内在す る。 ここでは,19世

紀 ロシ ヤ文 学 に お け る若 い人 間,貴 族 ロマ ンチ ス トの歴 史 を 取 り上げ てみ よ

う。主 人公たちの運命の多様 さに もかかわ らず,理 想 と現 実 の問題 は,そ こ

で は全 体 と して 類 似 の帰 着 をた ど らざるを得 なか った。貴族社 会の教 育シス

テ ムの全体に よって広汎 な生活現実か ら切 り離 されていた貴族青年 たちは,

生 活 の 中 へ非 武 装 の ま ま,主 と して 外 国 書 の 中 か ら汲み 取 った,生 活 につ い

て の ロマ ンチ ックな,《 理 想 主 義 的 な 》 観 念 の み を抱 いて,進 み 入 る。生 活

は この観 念を 非 情 に打ち砕 き,そ の現 実 適応 能 力 の 欠如 を暴 露 させ る。そ し
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て貴族 ロマンチス トの もとでは,現 実 との接 触 に よ る観 念 の解 体 はつぎの段

階に おけ るヨ リ充実 した飛 躍を,現 実 に よって鍛 え抜 か れ た 新 しい,ヨ リ強

靱 な理 想 の構 築 を準 備 す る ことには必ず しもな らなか った。 ユ ー トピア的 ・

書物的理想 と別れたあ と,彼 らは これ と引 き換 えに は何 も獲得 しない のであ

り,反 対 に,理 想 一 般 を 拒否 しつ つ,精 神 的 破綻 へ との め りこむ … … もち ろ

ん,わ れ われ の前 に は,チ ャー ツキ イ(r知 恵の悲 しみ』),r過 去 と思 索 』(ゲ ル

ッェソ)の 主 人公 の よ うな,少 数 な が ら,た え まな く成 長 を つ づ け てゆ く人

び との道があ り,ま た,自 分 の生活 観念 の崩 壊 を 体 験 したに もかかわ らず,

既 存 の体 制 との妥 協 を排 して 批 判的に 思考 しつづけてゆ く 《余計者 》の最

も優 れた代表者た ちの 肖像 が立 ち並ぶ(ベ ー リトフ,ル ージンなど)。 しか し,

そ れ 以 上 に,《 貴 族 ロマ ンチ シズ ム 》 は 《マ ニー ロフ主義 》,あ るい は 《オ

ブ ロー モ フ主 義 》 に おいて大量に再生 し,完 全 な 《現 実 との和 解 》 へ,あ

らゆ る 《理 想 》 の拒 絶 へ と 向か ったのであ るこ その よ うな有 り得べ ぎ悲惨

な結末は,す で に プー シキ ソに よって 『エ ヴゲーニイ ・オ ネーギ ン』におい

て,身 に けが れ を 知 らぬ若 き詩 人 レ ーンスキイの未来の予測の形 で指摘 され

た(第 六章XXXVIII,XXXIX節)。 ほ か な らぬそ の よ うな 道 が 《貴 族 ロマ ン

チ シズム 》の 合法則的 ・典型的過程であ ることを 論証 しつつ,ベ リー ンス

キ イは,レ ー ンス キ イ の最 も良 い とこ ろは彼 が 「若 くして,適 時 に死 んだ 」

こ とで あ り,こ の タイ プの ロマ ンチ ス トた ち の未来燥を 「最 も嫌 らしい,最

(5)

も空虚な,最 も俗悪な人間」 と規定 したのであった。

19世 紀文学における理想 と現実の主題は,か くして そのすべての多様な

形象をつ らぬいて,結 局は 《平凡な歴史 》(ゴ ソチャ・一フ)に,《 幻想の喪

失 》の主題に変わってゆ く。 しか し,ゴ ー リキイの 自伝的主人公において

この主題は別の展開を くりひろげる。 ここには別の歴史的現実があ り,主 人

公が担 う理想についての 一その形成段階の端緒においてすでに1別 の観

念がある。外面的には,こ こでも夢は現実に勝利することはできない。 しか

(5)B.r.BeJIHHcKHH,レ136paHHblecoqHHeHH兄,rocJIHTH3八aT,M.-JL1949,

C.648,
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{《,苛 酷な現実 との接触によって崩れるのは 「青春のロマンチシズムの清楚

な覆い」、(r主人公』,c.315),つ まり生活の知識の不充分さか ら生ずる未熟な,

《書物的 》観念のみである。短編r主 人公』において自伝的主人公は語って

いる,一一 一「幼年時代 と少年時代に私は,お そ らく,屈 辱の苦さをあまりに

多 く経験 し,苛 酷 さ,悪 意ある愚か しさ,無 意味な嘘をあま りに多 く見た。

心にのしかかる早すぎた重荷は私を圧迫 した。私には生活の中に,人 びとの

中に,心 にの しかかる重苦 しさと釣 り合 うことのできる何 ものかを発見す る

ことが必要であった……」(c.310-311)彼 の ロマンチシズムは,現 実の完全な

無知か ら発するのではな く,現 実の暗黒面の圧倒的優勢の知覚に始まり,こ

れに 《釣 り合 う》何 ものかを求めずにい られぬ 衝動に よって 触発されたも

のである。彼が書物の世界に惹 きつけ られたのは,そ れ以外に生活を知る方

法がないか らでな く,彼 が知 りすぎていた周囲の生活においては見ることの

できないもの,あ るべきはずの生活の規範,生 活の 《真実 》を知 りたいと

い う欲求か らであった。 この衝動,こ の欲求は 彼の人間の 本質であるゆえ

に,必 ず しも 《真実 》とは限 らないところの,書 物か ら汲み取った観念が

一再な らず打ち砕かれ ようとも,そ れは観念の敗北にす ぎず,彼 の内部では

い よいよ激 しく燃えたつ欲求が,現 実のヨリ深い,ヨ リ広い認識によって鍛

えられつつ,新 たな理想を生み出して行 く。彼の理想は現実との衝突に よっ

て挫折を経験す る度に,死 の廃櫨の中か ら蘇って,不 死鳥のようにいっそ う

た くましく,い っそ う広 く高い飛翔へと飛び立つのである。だが,人 間の尊

厳を,解 放を,人 間相互の人間的な,公 正なあ り方を念願す る彼の理想はい

まだ未定形であ り,理 想 とい うよりは夢に近いであろうか。いや,理 想 も夢

もともに 当た らない。 これを 表現す るためには ロシヤ語によらねばな らな

い。それは 《MeqTa》 である。《メチター》一 それはおぼろな夢や空想で

はない。人の創造力の根底にあってその泉 となるもの,魂 を不断の飛躍へと

招 きよせ,精 神的高揚へといざない励ます もの,真 善美への憧影を心の うち

によび覚ま し,霊 感となって限 りある人の力に創造の勇気を与えるもの。夢

といっては淡きにすぎ,理 想 といっては固定 しす ぎるひび きとなろう。 この
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人間の魂を訪れる最も精神的なあるもの 一 それが 《メチター 》であ り、

ゴーリキイの 自伝的主人公の内面の中核を形づ くるものであ り,数 多 くの幻

想を払い除けなが ら,や がては地上 の生活を真実に変革す る力を人び との中

に育て上げてゆ くものである。

この意味で,r十 コペイカ銀貨』,『幸福』,『主人公』などの諸短編は,『 ル

ーシをめ ぐりて』の中で独 自の グループをな し,も っぱ ら 《青春の ロマン

チシズム》の主題を土台に 組み立て られ,し かも 主題の解明が 外面的には

伝統的な処理(《 幻想の喪失》)に おいてなされているとい うことでも,特 別の

興味を よび起こす。『十 コペイカ銀貨』における十三歳の少年 の幻想と夢は,

あまりに幼稚で,素 朴で,は かな く消え去る運命にあるが,そ れは主人公の

青春期にふたたび蘇えり(r幸 福』),ふ たたび現実に よって 《論破 》され,そ

してさらに語 り手の創造活動の開始期に,『 主人公』の形で現われる。 ここ

でも幻想は打ちこわされるが,す でに語 り手のもとには,《 幻想の喪失 》に

よっては滅びることのない,人 間への信頼が牢固として確立されている。

人生の中に 「清純な,美 しいものを見たい」一 これがゴー リキイの自伝

的主人公の根源的 《メチター》である。「人生が,古 い,取 り散 らか した焼

跡のように,醜 く汚 らしいものであるならば,自 分の魂 と自分の意志の働き

によって,自 分の想像の 力に よって,そ れを清め 飾 らな くてはならない,
　 　 　 　 　 　 　 　

一 結局 ,ま さに そ のた め に 私 はや って 来 たのだ。」(r主 人公』,C.311)こ の

《メチ タ ー 》 が多 くの夢 を,幻 想 を,空 想 を育 む 。 そ して,主 人公 の 《メチ

タ ー 》 が 生 活 自体 の内包す る 《メチ ター 》 とぴ った り融 合す るときまで,

《幻 想 の喪 失 》が 連 結す る。 しか し,問 題 は 《メチ タ ー 》そ の ものに あ るの

ではな く,そ の 《適 用 》に あ るの だ。 《遍 歴者 》におけ る理想 と現実 の相剋

の主題 は,過 去 の文 学 に 多 く見 られ る よ うな,ロ マ ンチ ックな 《メチ ター 》
　 　 　 　

があ らゆる現実 と原則的 ・決定的に両立 しがたいとい うことにではなく,崇
　 ロ つ 　

高な 《メチター》と,崇 高なるものを何 ものも受容 しまいとする一定の,与

え られた現実との不相応にある。《遍歴者 》は,彼 の 《メチター 》が生命の

燃焼そのものであ り,人 間が生きるために必要な活力であることを知ってお
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り,そ れゆえに,度 重なる 《幻想の喪失 》にもかかわ らず,そ の 《メチタ

ー 》の根をおろすべ き現実を創造的に探求 しつづけるのである。

この 《メチター》を鼓舞 し強靱に鍛え上げるのは,《 遍歴者 》と労働する

人民 とのつなが りの強化である。 『人間の誕生』,『谷間で』その他の諸短編

には,語 り手の霊感を鼓舞 し,高 揚へと勇気づける彼の祖国の自然について

の感動的描写が繰 りひろげ られ る,一 一涯知れず,豊 かな富を秘めた大地,

そこにはねば り強 く,そ の生活愛において 倦むことを 知 らない 人び とが生

き,働 いている。ほかな らない労働する人び との生活観察の中か ら,そ の悲

惨な生活現実の被覆を突 き抜けて,や がて温れ出るであろ う,明 るい生活創

造の尽きせぬ エネルギーの 実在への確信が 《遍歴者 》の内部に生まれたの

である。 人間(ileioBeK)こ の格調高い,誇 らかなひびきを発す るこの

呼称,過 去の時代(BeK)の 人類が克ち取 ったすべての経験の うち最 も良 き

ものを遺産 として,自 分の額(qexo)の うちに刻みこみつつ,自 分の時代に

さらに 一歩の前進を 印 しなが ら,未 来を伐 り開いてたえず 歩みつづけるも

の。 この崇高な呼称にふさわ しい品性を人間は内包 しているし,そ の品性の

発揮にふさわ しい生活をこそ創造 しなければな らない一一一《遍歴者 》の 《メ

チター》は現実 との接触によって,ま す ます 緊密に具体的歴史的課題に 結

びついてゆ く。

短編 『女』の中で 《遍歴者 》は語る,

「……魂が陣き出す。そ して,す べての人びとのための屈辱に満たされ,

地上のすべてに寄せる燃えた ぎる愛に満たされた言葉を誰かに言ってみた く

なる,一 太陽がその光線で この大地を抱擁 し,青 い空間の中でその愛す る

大地を受胎せ しめ,愛 撫 しなが ら運んで行 くとき,太 陽の美 しさについて語

りた くなる。太陽を仰 ぎ見るよう,人 びとに何か言葉をかけてみたい。す る

と,ひ とりでに,若 々 しい歌が出来上が る一

わが生みの大地によって

われらは倖せのために生み出された!

大地の美を増すために
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太陽はわれらを地上に与えた!

太 陽 の輝 く殿 堂で

われ らは神 々に して,ま た,神 官。

われ らが 生活 を創 ったのだ,わ れ らが!… …」(C.136～137)

主 人公 に よる 自然 の認知は深 く楽天的 である。 自然 それは絶妙 に美 し

い,永 遠 に創 造 的 な 生 活 の,「 大 地 の不 朽 の力 の秘 め られ た 調和」(C.189)の

権化 で あ る。 そ して人 間 は,あ た か も 均 整 の とれ た 調 和 的世 界の一 部であ

り,彼 は そ の限 界 を知 らない 精 神 の 働 きに よって全宇宙を把握す ることさえ

可能なのだ。そ の とき,大 地全 体 さえ が彼 に は 「人 間 の心臓 の よ うに小 さい

もの」(C.206)に 見 え て くる。 こ う して,彼 の 《メチ タ ー 》 は,そ の うち に

地 上 の現 実 を も含 ん で宇宙的規模 において人間 の意義,使 命,そ の 可能 性 に

つ い て の信頼 を確 定 す るので ある。

《青春 の ロマ ンチシズ ム 》の主題 は,こ の時 期 の ゴ ー リキ イ の 他 の作 品

た とえば短編 『マカール の 生涯 の一事件 』(1932)の 中 で も採 り上 げ ら

れ,こ こで は い っそ う凝 縮 され た 形 で,集 中的 に追 求 され て い る。 自伝 的主

人公 マ カールは,美 しい もの,崇 高 な もの を生 活 の 中に 求 め得 ず,書 物 の中

に のみ 見 てい た ゆ え に,生 活 に 絶 望 し,自 殺 を決 意 した。 自殺 に失 敗 し,病

院 に 横 た わ る失意 の彼 の も とに 労働 の仲間たちが訪れ る。そ の とき初めて,

自分 と と もに 働 い て い る人 び との 内奥に秘め られた高貴 な人間的品性の実在

を彼 は知 って,こ れ まで の誤 解 を改 め,生 活 自体 が,生 きた 人 間 が 真 の価 値

の源 泉 で あ る ことを確信す るに いたる。《書物的 》信仰 は 《生活の力 》への

信頼 に,《 リアル な 》 ロマ ンチ シ ズ ムに 生活 が生み 出す変革 と創造のパ

トス,い わゆ る 《ロマ ンチ カ 》 に 席 を譲 った。

か くして 《遍歴者 》 の形象に おけ る ロマソチシズ ムの主題は,ゴ ー リキ

イの初 期 創作 に お け る ロマ ンチシズ ムの高度 な発達,現 実 との遭 遇,磨 擦,

融 合 の濾 過 を 潜 り抜 け て 獲 得 され た生 活の 《ロマンチ カ 》 と して理 解 され

る。周知 の よ うに,ゴ ー リキ イ の初 期 創 作 に は二 つ の作品系統が きわ立 って

現われてい る,一 一ロマ ンチ ック系 列 と リア リスチ ック系列で ある。両者 の
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あいだには本質的連繋があ り,相 互影響関係があるにせ よ。作家の社会的理

念の未定形あるいは不明瞭さのために,理 想的なものの追求はもっぱ ら制約

された,一 般的形式(・ マンチック伝説,説 話)に おいて表現され,反 対に}本

来的に リア リチ ックな作品においては主として作家の現実に対す る批判的パ

トスが集中された。 この差違は,も ちろん,絶 対的ではない。 リアリスチ ッ

クな性格の作品の中でも,作 家は,生 活の肯定的価値の発掘を探求 したので

ある。 しか し・若 きゴーリキイの類い稀な才能を もって しても・環境現実に

おける肯定的始原は,作 家が ロマンチ ック系列において描いた ようには,無

条件に肯定的 ・目的意識的個性の形象化が与え られなかった。浮浪人小説そ

の他における 《並みはずれたもの 》の明るい個性は,そ の内部に 否定的始

原を併せ持ち,構 成的矛盾を免れ得なかった。同 じことは,初 期創作の自伝

的主人公の形象における肯定的始原についても言い得るであろう。 ここでは

人間をおもう悩める魂の叫びがか くも強 く感動的に迫ってくるものがあるの

だが,後 期の主人公におけるようには,あ の確i信の強固なパ トスをひびき渡

らせるところには至 らなかった。

ゴー リキイの創作における社会主義 リアリズムの諸原則の形成 とともに ,

理想の詩精神は,彼 の作品において,作 家の同時代の 現実 自体の特徴とな

り,《 ロマソチ ックなもの 》は リアリスチ ックなものの前兆 とな り,未 来の

先取 りとなってゆ く。 『人間』,庁母』,『敵』などによる新 しい芸術的視 点の

獲得は,「 オクロフもの」や 『繊悔』における民衆生活の 底辺への深い洞察

と相まって,過 去の生活のヨリ深い,ヨ リ正 しい描出を条件づけた。 『ルー

シをめ ぐりて』の世界,と くに 自伝的主人公の形象の中に,生 活の内包する

肯定的始原,生 活創造の 《メチター》が確信的に語 られる。 初期の自伝的

主人公の中にではな く,ほ かならぬ 《遍歴者 》の中に,作 家の最 も肯定的

なロマンチ ック形象 一一 ダンコの 性格的特質が 再現されるのは 偶然ではな

い。《ロマソチ ックなもの 》は,す でに具体的歴史的タイプの世界観におけ

る独 自の,基 本的特徴となっているのである。 しかも,こ こでとくに注 目さ

れることは,そ れがダンコ的性格の再現にとどまらず,緊 急の現実的課題の
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射程において把握 されていることだ。個人 と集団の問題についてまだ最終的

解決には 到達せず,苦 しい模索の さなかにあった 若 きゴーリキイのもとで

は,ダ ソコの輝か しい形象においてす ら,そ の偉業ののち,そ の誇 らかな心

臓が 《一人の用心ぶかい男 》によって,何 ごとかを恐れて,踏 みつけ られ,

消え去る運命をいかんともしがたかったのであるが,1910年 代,す でに四十

代のなかばにさ しかかる作家の成熟 した 目は,1917年 へと激動を始めた ロシ

ヤの現実の諸矛盾に深 く透徹 し,《 遍歴者 》におけ るダソコ的性格特徴を,

特殊な,例 外的ない し偶然的な ものとしてではな く,民 衆の生活創造的エネ

ルギーの本質に根ざす典型的要素と して,ま た,そ れが特定個性の天与の資

質ではな く生活現実 との接触の拡大 ・深化に よって培養 された ものとしてと

らえ,人 民諸階層の中に無数に実在するところの,ダ ンコ的要素の片鱗を内

奥に秘めた労働する人び ととの結合によって,《 人びとのために,人 びとと

共に 》,そ の主人公が歴史的課題の実現へと向か う,現 実の可能性を展望す

るのである。

かつて私は,ゴ ーリキイの初期創作の語 り手について,こ れが作家の自伝

的要素を濃厚に帯びた独 自な形象であるとともに,民 衆の中か ら生い育つ新

しい知性に共通する典型的行程を示す芸術的形象であ り,ゴ ーリキイはこの

形象を通 じて,人 民生活の 探求の総括として 《大文字で書かれる人間 》の

理念を引き出す ことに成功 した,と 指摘 した。 しか し,《 人間 》の理念はそ

の高さにのみ意義があるのではない。 それはまさしく,「 地上において人間

であること」であ り,現 実生活の中に生 き,た えまな く創造的に生活を変革

しつつ,無 限の可能性を 展望するところに 意義があるのだ。 したがって,

《人間 》の理念の確立後,ゴ ーリキイにとっては,ほ かな らぬ この理念の生

活における具体化が中心的創造課題であった。作家は,第 一次革命の激動期

において,こ の課題をまず人民の先進的部分の中で追求 し,r母 』,『敵』そ

の他における 《たたか う集団 》の形象を描 き出 したのであったが,1910年

代,新 しい社会的高揚の中で,顕 著な形をとってはまだ現われない,膨 大な
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人民諸階層の内部に 始まりつつある胎動の中に,「 各人が人間であることを

求める」というあの 《人間 》の呼びかけに呼応する力を見てとった。 ゴーリ

キイはふたたび,《 人間 》の理念の形成過程を体現する自伝的主人公を一

初期創作におけるよりもっと発達 し,は るかに目的意識的に規定 された 《遍

歴者 》の形で一 登場させ,広 汎で複雑な 生活画面の中での 理念 と現実の

接点を探求 したのである。だが,こ こでは理念 と現実はすでに対立概念では

な く,相 互補完的関係に置かれ,両 者の融合の中か ら生活の 《メチター》

を醸成するものとなっている。 《各人 》が 《大文字で書かれる人間 》とな

るその 《メチター 》の実現されるのは,依 然,長 く瞼 しい道である。 それ

は社会制度の変革によってただちに解決 される問題でな く,外 的生活条件の

変革と相侯 って 押 し進められる 人間の内的生活条件の 変革の長い 過程を伴

う。 ゴーリキイは,『 ルーシをめ ぐりて』の連作短編の 全体を通 じて,ご 遍

歴者 》 と生活とい う 《偉大な事業 》をおこな う 《小 さな,平 凡な人びと》

との接触の中か ら,こ の 《メチター 》の実現の可能性を 具体的に立証する

ことに成功 した。そ してそれは1910年 代における激動するPシ ヤにとって,

最も緊急の今 日的課題であったのである。




